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 本研究が対象とするのは、シンガポールのムスリムの包摂と排除に関わる問題である。シ
ンガポールでは、ムスリムに対し様々な制度上の配慮が行われており、その点ではムスリム
に対し包摂的な社会が実現しているようにみえるが、にもかかわらず、なおムスリムの包摂
をめぐる様々な問題が生じていることが指摘される。本論文は、多民族・多宗教社会である
シンガポールがマイノリティ（少数者）であるムスリムにとってより包摂的な社会となるた
めの課題を提示するものであり、多文化共生に関する研究として位置づけることができる。 
研究手法としては、ムスリムの多様性に留意しつつ、様々な問題にムスリム社会が、特に、
リーダーたちがどのように対処しようとしているのかを政治社会学的観点から分析するこ
とで、シンガポールのムスリムの包摂と排除のメカニズムを明らかにするという形を取る。
分析に当たっては、政府関係者の発言や主要なマレー・ムスリム関係機関などの公表資料、
地元メディアの報道資料、地元の人々がブログやソーシャル・メディアで意見発信や意見交
換を行っている内容のほか、ムスリムのリーダーたちを中心として行った聴き取り調査の
結果を参照する。 
本論文は、「第Ⅰ部 シンガポールの多人種主義とムスリムをとりまく状況」（第 1 章～
第 2章）、「第Ⅱ部 社会的格差、差別、ムスリムとしてのアイデンティティに関わる問題」、
（第 3章～第 5章）、「第Ⅲ部 過激主義への対応に関わる問題」（第 6章～第 8章）の三部
からなる。 
 「序章」では、ムスリムの宗教実践に対し広範にわたる支援が行われているにもかかわら
ず、低い社会的地位、差別、ヒジャブの着用規制などムスリムの包摂をめぐる問題が存在す
るのはなぜかという問題意識を提示した。次に、排除と包摂の問題に関する先行研究を参照
し、包摂と排除の一体性や相互関連性、マイノリティも排除の主体となること、ムスリム社
会内部での排除もあることなど、排除と包摂のメカニズムの複雑性が存在することを確認
した。また、シンガポールのムスリムに関する先行研究を参照し、ムスリム社会のリーダー
たちの対応をより深く分析することが必要であることを論じ、リーダーたちを中心とした
現地での聴き取りの結果に重点を置き、包摂と排除の概念に注目して分析を行うことを明
確にした。研究の意義については、イスラームの管理における包摂と排除の複雑なプロセス
を解明すること、また、シンガポールの「多人種主義」の一般的な課題、さらには、多文化
の共生の一般的な問題との関連付けについても検討することを明示した。 
「第 1章 シンガポールの多人種主義」では、シンガポールの民族・宗教間の関係一般を
規定する理念・政策である「多人種主義」の内容や課題について、「メリトクラシー」の原
則と関連づけながら検討した。その中で、多人種主義が多様なアイデンティティの平等な取
扱いとマイノリティの保護との両面を持つこと、また、このような形で「差異を承認」する
だけではなく、国民統合のために差異を抑制する排除的な方向性も有することを明らかに
した。加えて、多人種主義が、エスニック・グループの区分を本質化すること、差異を「脅
威」とみなし抑制すること、団体を通じて集団を管理するコーポラテイズム的な統治の実践
であること、従って団体のリーダーたちの役割が重要であることなどを確認した。 
 「第 2章 シンガポールのムスリムをとりまく状況」では、ムスリムが、①伝統主義者、
②復興主義者、③リベラル派と多様な志向を有すること、1970 年代のイスラーム復興によ
って宗教意識が高まったこと、さらに近年一層の保守的な宗教実践の広まりがみられるこ
となどを整理した。シンガポールは、イスラーム評議会（ムイス）、シャリア裁判所の設置
など特別な制度上の配慮が行われている点では、ムスリムに対し包摂的な社会であると言
える。しかし、「マレー人の海に浮かぶ華人の島」という地政学的環境の中で、ムスリムが
「他者化」され、管理の対象となったことで、ムスリムのための様々な制度は、政府による
管理の手段ともなっており、包摂・排除の両面を持つことを、明らかにした。 
「第 3 章 社会的格差と差別」では、特にムスリムの 80%以上を占めるマレー人の低い
社会的地位が問題になっており、これにムスリム社会が対処してきていることを確認した。
ステレオタイプ・差別の問題については、特に近年、国内外のイスラーム過激主義の動向が
影響し、深刻化している。低い社会的地位に関しては、メリトクラシーの原則から、マレー
人（ムスリム）への特別な支援は行われず、エスニック・グループ単位の自助団体を通じた
社会改善対策が行われているが、格差の解消は難しい。ムスリムのリーダーたちが、政府の
財政支援による社会的地位の改善を優先し、格差や差別の問題に関し声を上げるのを自制
することを、本章では明らかにした。 
「第 4章 ヒジャブに対する規制と差別」では、まず、公立学校の生徒や公立病院の看護
師などに対しヒジャブの着用が認められていない現状や、ムスリムの間でもヒジャブに対
する考え方が多種多様であることを明らかにした。その上で、2002 年と 2013～14 年の 2
回のヒジャブ規制をめぐる論議の経過や、論議を経てなお規制が維持されることになった
理由について分析を行った。ムスリムのリーダーたちの中には、ヒジャブの問題よりも社会
改善対策への政府の支援獲得が大事である、非ムスリムから否定的なイメージを持たれる
ヒジャブにこだわるべきではないといった考え方から、ヒジャブに関する規制や差別につ
いて声を上げることを自制する動きがある。その結果、ムスリム社会が一丸となって規制や
差別の問題に対応しようとする動きにならないことを、本章で明らかにした。 
「第 5章 イスラームの教育・普及をめぐる問題」では、イスラームの信仰に直接関わる
マドラサ（イスラーム学校）の教育と「穏健なイスラーム」の普及の問題を取り上げた。ア
メリカでの 9・11テロと 2001～02年のシンガポールでのイスラーム過激主義組織ジュマ・
イスラミーヤ（JI）のメンバー拘束以降、政府が望ましいと考える、イスラームを過度に厳
格に解釈せず過激主義に反対する「穏健なイスラーム」の普及がムイスにより進められ、マ
ドラサの教育もその影響が及んでいる。「穏健なイスラーム」では、特に保守的なムスリム
が反発する「世俗主義」や「多元主義」が強調され、「本来の」イスラームがゆがめられて
いるといった不満も生む。ムイスの取組みの背景には、過激主義と結びつけてみられるムス
リムの厳しい立場を強く意識し、政府と非ムスリムの信頼を回復してムスリムのシンガポ
ール社会への包摂を図るべきという認識があることを、本章は指摘した。 
「第 6 章 過激主義防止対策をめぐる問題」では、9・11 および JI メンバー拘束以降、
 ムスリムの宗教リーダーたちが拘束者の宗教リハビリテーション（再教育・社会復帰支援）
など過激主義防止対策に取り組んできたことを確認した。彼らの取組みは、政府、特に治安
当局と一体のものであるとか、また、「テロとの戦い」に協力しているとみられ、ムスリム
社会の中で反発も生む。これは過激主義防止対策に関わるリーダーたちのスティグマ化、排
除でもある。それでもなおリーダーたちが過激主義防止対策に関わり続ける背景には、テロ
が起きた場合のバックラッシュが雇用差別の悪化などをもたらし、ムスリム社会が決定的
に厳しい状況に追い込まれるという彼らの危機感があることを、本章で明らかにした。 
「第 7章 宗教間の交流と「過激主義」の言説をめぐる問題」（副題は省略）では、「クリ
スマスの挨拶」をめぐる最近の論議を取り上げた。2016 年には、一部のムスリムがクリス
マスの挨拶を避けることを、批判的に取り上げたり、「過激主義」として非難したりする論
議があった。ムスリム社会のリーダーたちからも、そのような批判や非難の声が上がった。
その背景には、彼らが、民族・宗教間のより踏み込んだ交流が望ましいと考えていること、
テロの脅威への切迫感から過激主義への警戒を強める対応を受け容れることに加え、ムス
リム社会へのテロのバックラッシュへの懸念があることを、本章では明らかにした。 
「第 8 章 民族・宗教間の交流・対話と相互理解をめぐる問題」では、特に 9・11 およ
び JI メンバー拘束以降、テロ発生時のバックラッシュを回避する目的から強化されている
民族・宗教間融和の取組みを取り上げた。ムスリムの立場からみれば、他のシンガポール国
民との交流・理解の増進は、ステレオタイプ、差別や現在広がっている「イスラモフォビア」
の問題の解消にもつながることが考えられ、ムスリムは積極的に取り組んでいる。しかし、
「政府主導での草の根活動」として推進される民族・宗教間交流の取組みは、必ずしも公に
言われているほどには活発ではない可能性がある。また、マイノリティであるムスリムの側
は、交流・対話を求める切迫したニーズがあるが、マジョリティの非ムスリムの側はそのよ
うな切迫性を感じないという非対称的な関係がある。こうした問題点を、本章では指摘した。 
「終章」では、なおムスリムの包摂をめぐる様々な問題が存在する理由は何か、また、そ
のような状況にムスリムのリーダーたちはどのように対応しているのかという問いに対し、
「リーダーたちが一枚岩となって異議を唱える状況になく、そのために問題が解決に向か
わない」という回答を見出した。政府は、ヒジャブなど宗教的規範に過度にこだわらず、外
国の紛争に過度に感情移入せず、世俗国家の文脈に合ったイスラームを実践し、他宗教と積
極的に交流する望ましいムスリムを包摂する。結果としてムスリムの多様な宗教実践のあ
り方は承認されない。ムスリムのリーダーたちは、低い社会的地位、差別、バックラッシュ
への懸念など「ムスリムの弱い立場」を認識するために、一部のムスリムの排除を招くとし
ても、政府の政策を容認する。しかし、リーダーたちの対応は、ヒジャブ規制を容認するリ
ーダーが非難されたり、過激主義防止対策に関わる宗教リーダーが反発を受けたりするな
ど、ムスリム社会におけるリーダーたちの排除をも招くことになる。このように、ムスリム
の包摂と排除をめぐるメカニズムは複雑なものとなっている。与党人民行動党（PAP）が大
きく後退した 2011年総選挙以降の政治変動の中で、政府はムスリムに対し包摂的な姿勢を
 みせているが、こうしたムスリムの包摂と排除に関わる問題の構造に関しては、現状では大
きな変化は見られない。以上が本論文の結論である。 
 本論文は最後に、ムスリムの包摂と排除をめぐる課題は、伝統主義、復興主義、リベラル
といったムスリムの宗教志向の多様性の容認に関わる課題であるが、集団の境界を固定化
し各集団を均質なものとみなすシンガポールの多人種主義に関わる課題でもあり、さらに
は集団を通じた国民の管に関わる多文化共生の問題の一つのケース・スタディとしても位
置付けられると指摘している。 
